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TreeFoam入門

OpenCAE勉強会　夏合宿
　　15/08/30　　藤井



  

１．　TreeFoamの概要

OpenFOAMは、端末とテキストエディタによるCUIが基本。
　・他人の操作を後ろから覗いても、何をしているのか解らない。
　・しばらく使わないとコマンドやオプションを忘れ、効率ガタ落ち。

　→　初心者には、敷居が高い。

↓

少しでも操作性を改善し、直感的に操作が理解できるGUIを作成。
　・後ろから覗けば、何をしているか、何となく解る

11/4月より作成し始め、約4年間、試行錯誤しながら作り上げ、現在も進行中。
OpenFOAM-1.6より作り始め、旧のバージョンが使える状態で、TreeFoam側
のバージョンアップを繰り返してきたので、

OpenFOAM-1.6, 1.7, 2.0, 2.1, 2.2, 2.3, 2.4
まで対応するはず。（2世代前は未確認）

TreeFoam-2.25 2.32とOpenFOAM-2.3, 2.4の組み合わせで、TreeFoamの
操作マニュアルを作成。（TreeFoamのヘルプで確認可能。）
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TreeFoam-2.25 → ２．３２の変更点

0.　wx.version-2.8→3.0（ubuntu15.04）対応
1.　topoSetEditor： resultTypeにsets、zonesを追加

 （繰り返し処理が可能）
2.　runParallel：  preserveの設定を追加

 （cyclic、baffleの並列化が容易に）
3.　createBaffles： OF-2.2に完全対応

 （空patchなしでcyclic、baffle、mappedPatchが可能）
4.　runParaFoam： resion、fieldの読み込みマクロ追加

 （multiRegionの読み込みが容易に）
5.　configTreeFoam：

 （TreeFoamの設定が容易に）
6.　TreeFoam：  debパッケージ化

 （インストールが容易に）
＜インストール方法＞
sudo dpkg -i treefoam_2.32.150726_all.deb 本体
sudo dpkg -i treefoam-doc_2.32.150726_all.deb helpファイル
Ubuntu、mintでは、作動確認済。

TreeFoam 操作マニュアルも更新
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１）　TreeFoam本体の外観
視認性、操作性向上のため
folder（case）をTree表示させ、case概要（solver名、結果有無など）を表示。

formatや並列数を表示
　anP　：ascii、非圧縮、シングル処理
　BCP2 ：binary、圧縮、2並列

windowを分割してlogを表示
　logを表示するかしないかは、configTreeFoamで設定

TreeFoam上で
　startFrom、stopAtが設定できる

Tree表示
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　メニューバー、ツールバー、ダブルクリック操作がある
　これらの操作は、解析case（　マーク）に対する操作

2)　TreeFoam本体のメニュー
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ケース名 solver名 結果概要

TreeFoam画面

ファイル操作関係 case作成・編集 file編集 計算 アプリ起動

（マウスを合わせるとtoolTipを表示）

（マウスを合わせるとtoolTipを表示）

余白

解析case設定　　folder開く　　　　　　controlDictなど開く　　　paraFoam起動

メニューバー

各々の部分をダブルクリックすると、ダブルクリックする場所に応じて動作する

ツールバー



  

FOAM端末起動、gridEditor起動、case・folderのコピーなど操作できる
選択行に対する操作（解析caseではない）

ポップアップメニュー（右クリック操作）
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選択行に対するポップアップメニュー（場所によってメニューが変わる）



  

folder、fileコピー
　systemのclipBoardを使用
　fileManeger（nautilus）とTreeFaom間でcopyPasteが可能
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双方向で
copyPaste



  

TreeFoam操作例



  

3)　gridEditor概要（境界条件の設定・確認）
　境界条件の全貌が一覧表で確認できる（設定ミスが減る）
　patch名の変更、boundaryFieldの確認・修正が表形式で可能になる
　圧縮file、binary fileも扱える
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gridEditor画面

Field名
field type &
 dimension

internalField

Boundary
　　Field

patch名 patchType

Excelの様にダブルクリックして、
cell内容を直接編集できる。

ダブルクリックすると、Editorが開く

ダブルクリックすると、
patch名が変更できる

ア
ル

フ
ァ
ベ

ッ
ト
順

アルファベット順



  

gridEditorのメニュー
　・patch名の変更、空patchの追加、削除ができる。（行のポップアップメニュー）
　・fieldの非表示、表示順の変更も可能。
　　　　　　　（列のポップアップメニュー、起動時にfieldを選択）
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メニューバー

メニューボタン

列のポップアップメニュー

cellのポップアップメニュー行のポップアップメニュー



  

gridEditor操作例



  

2．　演習概要　
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2-1.　tutorialsの「cavity」を実行、結果の可視化
　　　cavityをコピーし、blockMesh作成
　　　実行、結果を可視化
　　　並列計算、結果の可視化

2-２.　tutorialsの「damBreak」を実行
　　　（blockMesh、setFieldsの実行）

2-３.　メッシュ作成
　　　snappyHexMeshを使ってメッシュを作成

（Dictファイルを意識せずにメッシュを作成する）

2-４.　layer作成
　　 できあがったMeshに、layerを追加



  

2-1.　tutorialsの「cavity」を実行、結果の可視化
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・$HOME直下に、フォルダ「myTutorials」を作成
・tutorialsの「cavity」を「myTutorials」にコピー
・blockMesh作成
・solver「icofoam」を実行
・結果の可視化
・境界条件を変更して、再実行

・$HOME直下に、フォルダ「myTutorials」を作成

「/home/dexcs」を選択して、右クリック、
「新しいフォルダ追加」を選択。

追加するフォルダ名「myTutorials」
を入力。



  

「myTutorials」が追加される。

　 をダブルクリックして、「myTutorials」に
「レ」マークを付けておく。
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・tutorialsの「cavity」を「muTutorials」フォルダにコピー

クリック

クリック
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「cavity」を選択する

クリック

tutorials内のコピーする対象
　「非圧縮」、「icoFoam」、「cavity」を選択する
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元の画面に戻ると、「cavity」のdirectoryが取得できている

コピー先を確認（コピー先は、「レ」マーク付きのフォルダ）

クリックして、
コピーを開始する

クリックして、
閉じる
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クリックして、Tree構造を、再読み込みさせると
「cavity」が見える

「cavity」の余白部をダブルクリック
して、「レ」マークを付ける

「cavity」が解析caseとして設定さ
れ、操作対象になる。
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・blockMesh作成

クリック
（メッシュ作成、操作のアイコン）

クリックして、blockMeshを作成

blockMesh完成後、閉じる
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・solver「icofoam」を実行

クリックして実行

端末が表示され、ここで実行する。
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クリックして残渣を確認

実行中（実行後）の残渣状況が確認できる
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・結果の可視化
クリックしてparaFoam
を起動する

option無で、paraFoamを
起動する
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paraFoamが起動し、結果が確認できる

23 / 67



  

・境界条件を変更して、再実行

クリックしてgridEditorを起動

movingWall

FixedWall

モデル形状

FixedValueを（20 0 0)
で再計算
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gridEditor上から、
楽に境界条件が変更できる

(1 0 0)→（20 0 0)
に変更して保存する

計算結果

保存
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　cavityを並列処理
・decomposeParDict（分割方法の設定）の作成
・decomposePar実行（メッシュを並列処理用に分割する）
・solver実行
・計算結果を再構築
・結果の可視化

・decomposeParDict（分割方法の設定）の作成

クリック

不要なfileを削除し、
caseを初期化する
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クリック

decomposeParDictが存在しない場合、　
defaultのdecomposeParDictを作成する

並列数と分割方法を設定して
「ｎCPU，ｍｅｔｈｏｄ設定」ボタン
をクリックして設定

クリックしてDict内容を確認
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defaultのdecomposeParDictの内容

並列数

分割方法
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・decomposePar実行（メッシュを並列処理用に分割する）

クリックしてメッシュを分割

各cpu毎に
分割されたメッシュ
folderが追加される
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・solver実行

クリックして実行

端末が起動し、実行する
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・計算結果を再構築
計算結果が、各cpuのフォルダ内に保存されているので、これを結合して、
case直下にまとめる。

再構築前 再構築後

クリックして、計算結果を
再構築する
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計算結果を再構築した後は、各processorに散らばっている結果データが
不要になるため、削除する。

クリック

最初と最後以外を選択

クリック

最初と最後のみ残し、それ以外が全て
削除される。
（最後が残っていれば、継続計算が可能）
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・結果の可視化

クリック

クリック
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2-2.　tutorialsの「damBreak」を実行
・tutorialsの「damBreak」を「myTutorials」にコピー
・alpha.water.orgをコピーしてalpha.waterのfieldsを作成
・blockMesh作成
・setFields実行
・solver「interFoam」を実行
・結果の可視化

クリック

クリック
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・tutorialsの「damBreak」を「myTutorialsにコピー



  

35 / 67
tutorials内のコピーする対象
　「多層流」、「interFoam」、「laminer/damBreak」を選択する

「laminer/damBreak」を選択する

クリック



  

コピー場所を確認

クリックして、
コピーを開始する

クリックして、
閉じる
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クリックして、再読み込み

クリックして、
「レ」マークを付ける

ダブルクリック

「alpha.water.org」をコピーして、
「alpha.water」のfieldを作成

・「alpha.water」をコピーして作成



  

・blockMesh作成

クリック
クリック

端末が起動して、
「blockMesh」を実行
し、blockMeshができあがる
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・setFieldsを実行して、alph.waterにデータをセット

クリック

setするfieldを選択

クリックして
内容を確認
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「alph.water」のboxで指定
された部分に「1」をセット

クリック

クリックして、
「setFields」を実行
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「alph.water」のfieldに
データがセットされた。



  

alpha.waterのデータセット状態

境界条件の確認

41 / 67



  

クリックして実行

実行結果
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2-3.　メッシュ作成
snappyHexMeshを使ってメッシュを作成
　snappyHexMeshは機能豊富だが、難解。
　TreeFoamでは、容易にメッシュが作成できる様にしている。
・stlファイルを準備
・メッシュ作成用のcsvファイル作成（Dictファイルを作成）
・メッシュ作成

100 x 40 x 40 mm

80 x 20 x 20 mm

R5 mmの半球

outW

sideW（4面）
inW

・stlファイルを準備

上記形状のstlファイルをdeskTop上の
「stlFiles」フォルダ内に準備
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・メッシュ作成用のcsvファイル作成（Dictファイルを作成）
・cavityをコピーしてメッシュ作成用のcase「normalMesh」を作成
・csvファイル作成

「cavity」を選択してコピー

「myTutorials」を選択して
「caseの貼り付け」
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「cavity_copy0」に「レ」マークを
付けて、「フォルダ名変更」を選択

「normalMesh」を入力

「normalMesh」のcase完成

「cavity」をコピーして、「normalMesh」のcaseが完成

45 / 67



  

・メッシュ作成用のcsvファイル作成（Dictファイルを作成）

クリック

クリック

この画面上で操作する
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クリック

stlファイルの保存場所を選択

stlファイルを読み込む為に、stlファイルの保存場所を設定する
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stlファイルの保存場所が取得できた

クリック
この画面で、stlファイルのscale等が確
認できる

stlファイル内容を確認
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paraviewでstlの形状が確認できる



  

inW

outW

halfSp
sideW

fineReg

stlファイルの形状

49 / 67



  

クリック

特徴線を抽出する（メッシュ作成時にエッジを効かせる）

特徴線を抽出するファイルを選択する
fineReg以外を選択
　fineRegの領域は、細かいメッシュ領域
　の設定の為、エッジを効かせる必要無し

クリック
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特徴線を抽出する為の「surfaceFeatureExtructDict」が
作成され、editorでopenされる。
角度等の修正の必要があれば、ここで修正し、閉じる。
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クリックして、特徴線を抽出

この操作で、特徴線が抽出できたことになる。
　constnt/triSurface内にstlFileがコピーされ、「xxx.eMesh」ができあがる
　同時に、Desktop/stlFiles内にも「xxx.eMesh」がコピーされる
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mesh作成用のcsvファイルを作成する

クリック

csvファイルのファイル名を入力

defaultのcsvファイルがstlファイルの保
存場所内にできあがる
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defaultのcsvファイルの内容
この内容を修正する。

54 / 67



  

基本の要素サイズ（blockMeshの要素サイズ）

stlの区分

内部のsize
patch :パッチ
faceZone :faceZoneを定義
face :face領域を定義
cellZone :cellZoneを定義
reg :volumeを定義

特徴線有無、
edgeのsize
fineRegは、特
徴線を抽出し
ないので空欄

今回は設定せず
面のsize

55 / 67



  

csvファイル内の項目

＜blockMeshの設定＞
　cellSize :要素サイズ
　overBlockSize :stlの最大寸法に対し、overさせるcellの個数を入力

 このサイズでblockを作成する

＜snappyHexMeshの設定＞
　mesh :locationInMesh（mesh内の位置）
　sect :patch、faceZone、face、cellZone、regを入力

　patch :patchとして設定
　faceZone :faceZoneとして設定
　face :面の領域定義のみ
　cellZone :cellZoneとして設定
　reg :volume領域定義のみ

　featureEdge :edgeを効かせる場合は、ここに要素サイズを入力
 入力した値がそのままedgeの要素サイズになる

　base :その領域の要素サイズを入力
　fine :その領域が面の場合はedge、volumeの場合は面の

 要素サイズを変更する場合、変更する要素サイズを入力

その領域の要素
サイズを変更する
場合に使用
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クリック

メッシュ作成にあたり、blockMeshDict、
snappyHexMeshDictが必要だが、
case内にsnappyHexMeshDictが存在
しなかった為、defaultのDictをコピー

Dictファイルが完成する
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「はい」をクリックして、
メッシュが完成する



  

メッシュ作成中...

メッシュ完成
後、boundaryの整合を
とってくれるので、直ぐに
paraViewでメッシュが確
認できる

できあがったメッシュ
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メッシュ作成後のboundaryFieldの内容

boundaryの整合がとれているので、境界条件が
直ぐに設定できる。
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できあがったsnappyHexMeshDictの確認

クリック

snappyHexMeshの内容
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2-4.　layer作成
　できあがったmeshに後からにlayerを付ける
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クリック

この画面上でlayerの設定を行う



  

inW

outW

halfSp
sideW

モデル形状

layerを付けるpatchは、「halfSp」と「sideW」に設定
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layerを設定する
patchを選択

クリック

layerを付けるpatchを選択する
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halfSp側の設定 sideW側の設定

絶対寸法で指定

patch毎にlayerの設定を行う

Dictに反映される
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クリック

作成されたDictファイル



  

クリックしてlayerを追加

layerを追加することができる
この方法は、
　・tetra、hexa、polyメッシュ
　・mutiRegionの流体部
にlayerを作成できる
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3．　まとめ　

TreeFoamには、今回説明した機能の他に、様々な機能を備
えている。
これら全ての機能を網羅した「TreeFoam操作マニュアル」
を作成しており、TreeFoamのヘルプから確認できる。

また、メッシュ作成の他に、メッシュ操作が楽に行える様、
「topoSetEditor」も作成しているので、cyclic等の内部
patch作成やmultiRegion操作に威力を発揮する。
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